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和文要旨
本研究は,保育者のケアリングに関する国内外の研究論文を対象に,特に保育内容に着目して,
今後の研究課題を明らかにすることを目的とした。研究論文の収集には,「 CiN五」と「ERIC」 を
使用 した。最終的に10件の保育者のケアリングに関する研究論文において,定性的研究と定量的
研究に着 目し,保育内容が言及されているか否かを吟味した。その結果,これまで保育内容に関
する保育者のケアリングにおいて,定性的研究及び定量的研究はほとんど見当たらなかった。以
上の結果は,保育内容に関する保育者のケアリングの研究の必要性を示唆するものである。
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I.序論
経済協力開発機構 (OECD)を はじめとする国
際機関が,幼児教育や保育を表現する際,「 Early
Child―hood Education and Care」 (ECEC) と
表記 していることからも明らかなように (OECD
2018),子 ども達の教育とケア(保育)は切 り離せ
るものではない。我が国においても,子 ども 。子
育て支援新制度は,幼児期における質の高い学校
教育・保育提供を目的に,保育の仕事に教育機能
を含む方向性を示している。また,保育所は児童
福祉施設のひとつではあるが,保育所保育指針 ,
幼稚園教育要領,幼保連携型認定こども園教育・
保育要領 との 3法令において,3歳以上児の保育
に関するねらいと内容において整合性が図られ ,
「知識及び技能の基礎」「思考力,判断力,表現力
等の基礎」「学びに向か う力・人間性等」 といっ
た保幼小接続を意識 した幼児教育を新たに担 うこ
とが求められている。さらに,保育所保育指針第
1章総則 2養護に関する基本的事項 (1)養護の
理念
1),学
校教育法第 3章幼稚園第22条
2),幼
保
連携型認定こども園教育・保育要領第1章総則第
2教育 と保育の内容に関する全体的な計画の作
成
3)に
おいても,教育と保育の関わ りが明記さ
れている。
このように海外や国内においても,国際機関や
制度,法令において,教育と保育の関わりが明記
され,重視されているが,幼児教育は,保育内容
5領域 (健康 。人間関係・環境・言葉・表現)を
中心に行われてお り,教科を中心とする小学校以
上の教育と異なっていることから,幼児教育と小
学校教育との接続には難しさがある。本研究では,
教育と保育の関わりが重視されながらも,幼児教
育と小学校教育との接続に難しさがあることを考
慮し,保幼小接続につながる保育実践を整理する
ことに意義があると考え,保育者が子ども達に行
うケアリングに着 目した。
メイヤロフの著書 “On Caring'において初
めて使用 されたCaring(以下,ケ アリング)と
いう用語は,看護学,教育学,哲学等に幅広く影
響を与えている (西 田2015:36)。 メイヤロフは,
ケアを「他者の成長をたすけること」と考え (田
村 。向野1987:92),「 ケアには,そ の相手が ,
自ら適 したときに,適 した方法で成長していくの
を信頼 (Trust)す ることが含まれる」と指摘 し
ている (田 村 ,向 野1987:50)。 このメイヤロ
フのケアに関する言及は,子 どもの発達に必要な
経験を得られるよう,環境を構成 し,援助を行 う
といった保育者による子ども達への発達支援にも
-11-
鹿児島純心女子大学大学院 人闇科学研究科紀要 第14号 (2019年 )
つながる ()σ:)で あるこ)_上 記より,本研究では,保
育者によるケア リングについて,メ イヤ ロフの
「他者の成長をたすけること」 (田村・ [f司 野 1987)
とい う考えを援用 し,「保育者のケア プングとはタ
子 ども達の発達に必要な経験を得 られるよう援助
を行 うこと」 と操作的に定義 し,保育者 の ケア
リングに着 目す ることは,保育能力の向上の一助
になると考えられる:
そこで,本研究では,保育能力の向上への示唆
を得ることをね らい として,保育内容に関する保
育者のケア リングについての国内外の研究論文を
整理 し,今後の研究課題を明 らかにすることを目
的 とした。
研究論文の収集において,国内文献の検索には
「CiNli」 (NH学 術情報ナ ビゲータ[サ イエィ])を
用い, この ときの検索キー ワー ドは 「保育内容
AND 保育者 AND ケア リング」「保育内容
AND ケア リング」「幼児教育 AND 保育
AND ケア リング」「幼児教育 AND ケア リン
グ」「保育 AND ケア リング」「幼稚園 AND
ケア リング」「保育所 AND ケア リング」 とし
た。 海外文献 の検索 には 「ERIC」 (Education
Resources hformation Center)を 用い, この
ときの検 索 キー ワー ドは 「the COntentS Of
childcare .AND preschool teacher 」AND
caring」  「the cOntents of childcare  Fゝ ND
caring」  「Early Child一hood Education zへ ND
Care  AND  caring」  「Early Child・ hood
Education AIND caring」 「nuFSery Center
ALNE)caring」 「day care center ANE)caring」
「day nursery AND caring」  と し,「 Pcёr
reviewed only」 との検索対象指定を行った。
上記のデータベースにおいて抽出された文献は,
以下の①～⑥の選定基準に従い夕対象文献を選定
した。その選定基準は,①重複 している文献は肖」
除すること,②出典不明の文献は削除すること,
③入手困難な文献は削除すること,④インタビュー ,
書評及び会議資料は除 くこと,⑤保育者 と保育専
攻の学生を研究対象 としていること,⑥保育者の
ケア リングについて検討 していることっである。
以上の基準で選定 した研究論文に対 し,「対象」
「方法」|「概要」|!こ着 圏して整理 した。
なお,倫理的配慮 として,「 翔本社会福祉学会
研究倫理指針 第 2 指針内容 A 引用」に
基づき,先行業績の検討に際 しては,現著者名 '
文献 。出版社・出版年 ,引用箇所を明示 し, 自説
と他説 との峻別を行った。
亜.本論
Ⅱ-1。 分析 |こ 用いた研究論文の概要
国内の研究論文の検索には 「CiNli」 を用い ,
次のキーワー ドで検索を実施 した。その検索結果
は,「保育内容 AND 保育者 AND ケアリン
グ」では0件 ,「保育内容 AND ケアリング」
では 0件 ,「幼児教育 AND 保育 AND ケ
アリング」では 1件 ,「幼児教育 AND ケアリ
ング」では 1件 ,「保育 AND ケアリング」で
は22件 ,「保育所 AND ケアリング」では1件
であり,合計25件であった。海外の研究論文の
検索には 「ERIC」 を用いた。検索結果は, |~the
cOntents Of childcare rへN]D preschOOl teaCheF
AND caring」 では 0イ牛夕「
‐
the contentS Of
childcare AND carmg」 では 2f牛 ,「 Early
child一hOOd EducatiOn 妙ぼゞ D Care AND
caring」
‐
では1イ牛,「 Early Chil(1-hood Education
AND carili■g」
｀
で !ま 1イ牛,「 nursery center
AND caring」 では 2イ牛,「 day care Cetter
AND caring」 では17イ牛,「 day nuFSery AND
caring」 では1件であり,合計24件 であった。
上記より,国 内外の研究論文を 「ciNli_I FERIC」
を用いて検索した結果,49件が抽出されたc
それ ら49件 に対 し,_L記の①～⑥の選定基準
に従い,さ らに分析対象 (文献)の選定を試みた。
49編のうち;重複している文献7件タインタビュー,
書評及び会議資料4件 ,児童養護施設の最低基準
の改善に関する研究論文 1件 (Miller 1974),ア
ルツハイマー病患者とその家族のためのレスパィ
トケアに関す る研究論文 1件 (Sands,et al.
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1983),成人デイケアにおける家族支援 !こ 関する  (Harrison‐ et al.2017)シ  注的暴力に対する教
研究論文1件 鬱 ilworth―Anttrson 1987),イ  育機 関 の 取 り組 み :こ 関す る研 究 論 文 1件
スラエルの社会福祉機関による子どもと親への危  (Bttner,et al.2018),外国人の子 どもの発達
機介入 に関す る研究論文 1件 (Frank,et al.保 障に関する研究論文 1件 (林 2018)を除いた。
1989),大学に設置されている子育てセンターの  その結果,保育者のケアリングについて検討 して
リスク管理に関する研究論文1件 (Terrell 1 989),  いる研究論文 として, 10件 を分析対象 とした
乳児保育にお :す る親 と保育者関係尺度の開発に関  (図 1)。
する研究論文 1件 (Elicker 1997),保 育者を対   上記の10件の研究論文の対象に関する内訳は,
象とした,特別支援を必要とする幼児の地域密着  保育者を対象とした文献が8件 (中 野2001:中 野
型プ ログラムヘの参加 に関す る研究論文 1件  2009;小林20G9;中 山2010;田 代2014:笠 野
(Dinnebell,et al.1998),学 童保育に関する研  2015;吉國2015:田代2017),学生を対象 とし
究論文 2件 (Shaunessey 2001:村 井 2007),  た文献が 2件 (音 山2003;音 山2005)で あつた。
病児の子育てに対する公共政策に関する研究論文   また,方法に関する内訳は,重複 しているもの
1件 (Heymann,et al.2002),代 替医療,補助  もあるが,文献研究が 6件 (中 野2009:小林
霊療等を必要とする子どt)や青少年を支援する職  2009;田 代2014:笠 野2015;吉 國2915i爾 代
員 に関す る研究論文 1件 (■insworth,et al. 2017),事 例研究が 1件 (中 曲2010),保育実践
2006),対象児童のクラスでの様子や幼児との関  記録の分析が 1件 (吉 國2015),質問紙調査が 3
わをj)か ら幼小連携の意味の在 吟ようを探求した研  件 (中 野2001;音山2003;音 曲2005)であつた。
究論文 1件 (林 20瞬),家庭科教育に関する研究   分析対象 とした10件 の研究論文におヽヽて,中
論文 3件 (鎌野 2007;鎌野・伊藤2012;鎌野  野 (2001)は ,幼稚園・保育所に勤務する保育
2913),ア メ l′j力 での家庭科教育に関する研究論  者におけるケアリング行動の実際を明らかにした。
文 1件 (貴志 2008),児童虐待及び精神的健康   音山 (2003)は , 中野 (2001)|こ よるケア
問題等,社会白勺養護を必要とする子ども達に関す  リング行動調査項 目の うち,「保育者ら子ど
｀
鵠こ
る研究論文 1件 (Curry,et al.2010),幼 児 と  対するケアリング」51項 目をもとに,「乳児への
高齢者 の世代間の交流 に関す る研究論文 1件  スキンシップ (“授乳の時フ抱いて飲ませる"な
鞠 avidson‐ et al.2010),乳 幼児を対象 とした  ど)」 などの項 目を除外 し作成 した43項 目を理しヽ
プログラムに関する研究論文 1件 (McMullen,et  て,実習中における実習生のケアリング行動を澳」
al.2012う , アメリカ者「市部にお |す るアフリカ系  定するとともに,ス トレスの清動的イ員」面に焦点を
アメリカ人移民の保育者 としてのアイディンティ  当て,清動を中心とする心理的ス トレス・プロセ
ティ構築に関する研究論文 1件 (Grimes 2013)リ   ス仮説に基づき心理ス トレス反応 との関連を検討
放課後児童指導員養成に関する研究論文 1件 (川  した。
又 2014), 家族保育 に関す る研 究論文 1件   音山 (2005)は ,中野 (2001)に よるケア〕j
惨urden,et al.2016),生後 9～ 78ヶ 月の乳幼  ング行動調査項 目の うち,「保育者の子 ども|こ 対
児の食事に関する縦断的事例研究 1件 (Ishiguro するケアリング」51項 目をもとに,「乳児へのス
2舎 16),保育所の運営評価に関する研究論文 1件  キンシップ (“授乳の時,抱いて飲ませる"な ど)」
(Akinnubi 2016),子 ども達を対象 とした共同  などの項 目を除外 し作成 した43項 目を用いて ,
体意識 を築 くプロセスに関す る研究論文 1件  保育実習生が実習中に経験するケアリングと心理
(K◎:vllla、 et al.2017),先 住民族に対する幼児  的ス トレス反応 との関連を検討 したc
教育 ヒケアサー ビスに関す る研 究論 文 1件   中野 (2009)は ,幼稚園教育要領 と保育所保
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育指針の「人間関係」領域において見出すことの
できるケアリング教育の姿を考察した。
小林 (20~09)は ,学校教育や保育における子
どもの育ちを,実践における人とのかかわりの視
点から把握するために,ケア概念について検討 し
た。
中山 (2010)は ,「協同する経験」の中で 「幼
児 一幼児」間の関係性を構築していく保育実践の
プロセスを分析・検討することを通して,その実
践のプロセスを明らかにし,こ のプロセスの中で
果たしている保育者の役割・機能を導き出した。
田代 (2014)は ,ネル 0ノ ディングズが提唱
するケアリングにおけるケアする人のあり方につ
いて検討 した。
笠野 (2015)は ,保育の質確保 と子 どもの最
善の利益に焦点をおく保育とは何かについて,メ
イヤロフとノディングスのケアリングを手掛かり
に検討 した。
吉國 (2015)は ,保育実践の認識論的夕倫理
的次元を理論化するための示唆を与えるものとし
て, ノディングスのケアリング論を受容性の概念
に着目して検討 した。
田代(2017)は ,子 どもと相互的な関係にある保
育者の専門性について検討 した (表 1)。
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図 1 分析に必要な研究論文の選定の流れ
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表 1 保育内容に関する保育者のケアリングについて検討している研究論文
番 号 筆者 対  象 方   法 概 要
1 中野
(2001)
幼稚園・保育所に勤
務する保育者
n==666
質問紙調査 幼稚園・保育所に勤務する保育者におけるケアリング行動の
実際を明らかにした。
2 音山
(2003)
保育実習を履修 した
短大生
n:==187
質問紙調査 中野 (2001)に よるケアリング行動調査項 目の うち,「保育
者の子 どもに対するケア リング」51項 目をもとに,「乳児ヘ
のスキンシップ (“授乳の時,抱いて飲ませる"な ど)」 など
の項 目を除外 し作成 した43項 目を用いて,実習中における実
習生のケアリング行動を演」定するとともに,ス トレスの情動
的側面に焦点を当て,情動を中心とする心理的ス トレス・プ
ロセス仮説に基づき心理ス トレス反応 との関連を検討 した〔
3 音山
(2005)
保育実習を履修 した
短大生
n==165
質問紙調査 中野 (2001)に よるケア リンダ行動調査項 目の うちル「保育
者の子 どもに対するケア リング」51項 目をもとに,「 乳児ヘ
のスキンシップ (“授乳の時,抱いて飲ませる"な ど)」 など
の項 目を除外 し作成 した43項 目を用いて,保育実習生が実習
中に経験するケアリングと心理的ス |ヽ レス反応 との関連を検
討 した。
4 中野
(2009)
保育者 文献研究 幼稚園教育要領 と保育所保育指針の 「人間関係」領域におい
て見出すことのできるケアリング教育の姿を考察した。
b 小林
(2009)
保育者 文献研究 学校教育や保育における子どもの育ちを,実践における人と
のかかわりの視点から把握するために,ケア概念について検
討 した。
6 中山
(2010)
保育者 事例研究 「協同する経験」の中で 「幼児 ―幼児」間の関係性を構築 し
ていく保育実践のプロセスを分析・検討することを通 して ,
その実践のプロセスを明らかにし, ■のプロセスの中で果た
している保育者の役害」・機能を導き出した。
7 岡代
(2014)
保育者 文献研究 ネル・プディングズが提唱するケアリングにおけるケアする
人のあり方について検討 した。
8 笠野
(2015)
保育者 文献研究 保育の質確保 と子ども〔イ)最善
「
)禾 |」 益に焦点をおく保育とは何
かについて, メイヤロアヒノディングスのケア )'ン グを手掛
かりに検討 した。
吉國
(2015)
保育者 文献研究,及び
保育実践記録の
分析
保育実践の認識論的,倫理的次元を理論化するための示唆を
与えるものとして, ノデ ィレグスのケア )′Iン グ論を受容性の
概念に着目して検討 した ,
10 田代
(2017)
保育者 文献研究 子どもと相互的な関係にある保育者の専門性について検討 し
か
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Ⅲ.結論
本研究では,保育能力の向上への示唆を得るこ
とをねらいとして,保育内容に関する保育者のケ
アリングについての国内外の研究論文を整理 し,
今後の研究課題を明らかにすることを目的に行っ
た。
壼…2.保育内容に関する保育者鍛ケアリング研究
の対象り方法及び f〕頁域
上記の11件の研究論文の対象に関す る内訳は ,
保育者 を対象 とした文献が 8件 (中 野2001:中
野2009:小 林2009:中 山2010;田 代2014;笠
野2015;吉 國2015;田代2017),学生を対象 と
した文献が 2件 (音 山2003;音 山2005)であっ
た。また,方法に関する内訳ま,重複 しているも
表 2 保育内容に関する保育者のケアリングについての研究動向
のもあるが,文献研究が 6件 (中 野2009:小 林
2oo9;日 代齢 14;笠 野2015;吉 國2015i躍 代
2917),事例研究が 1件 (中 山2010),保育実践
記録の分析が 1件 (吉 回騰 l轟),質問紙調査が 3
件 (中 野2001:音 山2()03:音 山20幅)であったc
さらをこ,保育内容における領域に関す る内訳は ,
「人間関係」に関す る保育者のケア リングに関 ケ
る研究論文が 1件 (中 野2009)で あった (表 2)c
収集 した研究論文において,保育者を対象 とし
た文献が8件 (中野2001:中野2009;小林2009;
中山2010;田 代2014;笠 野2015;吉 國2015;
田代2017),学生を対象 とした文献が 2件 (音 i上 |
2003:音 幽2005)で あつた。 また,方法に関す
る内訳は,定性的研究が 7件 (1中 野2009;小 林
番 号
対 象 方   法 保育内容における領域
保育者
だ多 ′4‐
子 工 定性的研究 定量的研究 健康
人間
関係
環境
―三年再電r
百 朱 表現
中野
(2001)
○
2
音曲
(2003)
○
3
音山
(2005)
○ ○
4
中野
(200gヽ
○ ○ ○
小林
(2009)
○ ○
6
中山
(2010)
O ○
7
田代
(2014)
_ヽノ ○
8
笠野
(2015)
○ ○
9
吉國
(2015)
○ ○
10
田代
(2017)
○ ○
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筆者
1 ○
○
5
2009;中 直12010:圏代 2◎ 14;笠野2()15;吉 國
2015;爾 代腸 17),定 量的研究が 3件 (中 野
20鋭≦ 音曲2C)鑢 :音 山2005)であった。 さら
|こ チ保育内容における領域に関する内訳は,「人
間関係」に関する保育者のケアリングに関する研
究論文 1件 (中野2009)であった。
これまで保育内容に関する保育者のケアリング
についての研究論文では,保育者を対象とした ,
領域 「人間関係」に関する保育者のケアリングに
ついて定性的研究が行われてきた (中 野2009)。
しかし,領域 「健康」に関する保育者のケア
リング,領域 「愛境」に関する保育者のケアリン
グ,領域 「言葉」に関する保育者のケアリング,
領域 「表現」 :こ 関する保育者のケアリングについ
ての定陸白勺研究及び定量的研究はほとんど見当た
らなかった。また領域 「人間関係」に関する保育
者のケアリングについての定量的研究もほとんど
見当たらなかった。今後,領域毎に保育者のケア
リングについて定准的研究及び定量的研究を蓄積
して神くことく)ま た,課題の一つとして考えられ
よう。
さら:こ ,保育内容5領域に関する保育者のケア
リングについての定性的研究及び定量的研究もほ
とんど見当たらなかった。2020年 代から学習指
導要領の全面改訂が予定される中,―子どもの育ち
は,動児教育から小学校,中学校,高等学校まで
一貫 してとらえられ,幼児教育と小学校教育との
円滑な接続が一層重視されている。この幼児教育
と小学校教育との円滑な接続における大きな課題
として,保育内容5領域 (「 健康」「人間関係」
「環境」「言葉」「表現」)と ,教科を中心とする小
学校以上の教育の違いが指摘されてきた。今後 ,
保育者が保幼小接続を意識 した幼児教育を求めら
れる中,保育内容 5領域に関する保育者のケア
リングについて研究を蓄積 していくこともまた,
課題の一つとして考えられようc
保育内容に関する保育者のケアリングの研究動向と課題 井上祐子
注
1)「保育所における保育は,養護 と教育を一体的に行 うことを
その特性 とするものである。」と明記されている (厚生労働省
2017)。
2)「 幼稚園は,義務教育とその後の教育の基礎を培 うものとし
て,幼児を保育 し,幼児の健やかな成長のために適当な環境
を与えて,そ の心身の発達を助長することを目的とする。」と
明記されている (文部科学省2007)。
3)|~各 幼保連携型認定こども園においては,教育基本法 (平成 1
8年法律第 120号 ),児 童福祉法 (昭和22年法律第164号 )と 認
定こども園法その他の法令並びにこの幼保連携型認定こども
園教育・保育要領の示す ところに従い,教育と保育を一体的
に提供するため,創意工夫を生か し,園児の心身の発達 と幼
保連携型認定こども園,家庭 と地域の実態に即応 した適切な
教育 と保育の内容に関する全体的な計画を作成するものとす
る。」と明記されている (内 閣府2014)。
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Trends and issues oif studies on the preschool and ntlFse理 /tieachers′ caring about the
contents o:f childcare
INOUE yuko
In this study,I take up both dorllestic ancl foreign papers on the preschool and nursery
teachers' caring, and intel-lcled to grasp trends a11■ d issues of stuclies on theln, especialiv
focusing on the contents of childcareo WVeb searches urere conducted using 2 databases,
1'CiNiill and‖
ERIC''。 Finally,I paid attention to qualitative FeSearCh and quaFltitatiVe reSearCh Of
the ten papers on preschool and nursery teachers' caring, and exarnined lvhether the
contents of childcare■ vere referred to or not,ノヘks a result,I could not find qualitative research
and quantitative research ol■  preschool and nursery teachers' cari:Ilg abotit the contcnts of
childcare.The above result suggests that l need to stucly the preschool and nurselly teachers'
caring about the col■ tents of childcare.
Key words :contents of childcare, preschool and nursery teachers, caring, qualitative
research,quantitative research
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